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1.はじめに 

 日本における初のテーマパークは東京

ディズニーランドである。成功している

テーマパークがある一方で、近年の不況

により経営不振や廃園になっているとこ

ろもある。その 2つの違いを分析し、改

善案を検討する。 

 

2.先行研究 

 先行研究として、次の項目に関する研

究を前提とする。 

（1）テーマパークの現状における分析

と課題における－考察 明治大学 

（2）『東京ディズニーリゾート成功の秘

密 リピーター率について』（2009） 

（3） 

 

3.現状分析 

3－1 各テーマパークの収入 

 

 

帝国データバンク「遊園地・テーマパーク

経営企業の実態調査（2017 年決算）」 

 

 

 

 

眞下侑奈 

 

 

3－2 年間入園者数（東京ディズニー

リゾート） 

 

オリエンタルランド公式サイトより 

 

新しいアトラクションがオープンした

り、ショーが始まるとともに入園者数も

増えていることが分かる。 

 

3－3 東京ディズニーリゾートと USJ

の 1日入場料金 

 

日経ビジネスより 
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3－4 地方テーマパーク苦境  

事例：群馬 ドイツ村 

地方のテーマパーク設立のピークは

1980 年代半ばから 1990 年代にかけて

だ。ドイツ村は、開園当時年間 30 万～

50 万人の入場者を集めたが、2000 年代

に入ると 20万人以下に低迷した。その

後、運営継続が難しいとの判断に傾き、

地元の大手養豚会社に施設を売却するこ

とになった。 

テーマパークの興隆は、リピーターの数

によって決まる。利用者にワクワク感を

常時提供できるかがカギで、だからこそ

東京ディズニーリゾートや USJ は新ア

トラクションとイベントの開発・導入に

投資を続ける。一方、事業規模の小さい

地方テーマークでは「投資、新鮮味の提

供、客足増、売り上げ増、投資」のサイ

クルが回らないと考えられる。 

 

4.問題点 

・少子高齢化による市場規模の縮小 

・テーマパーク以外の娯楽（スマホ、VR、

ショッピングモールなど） 

・値上げや混雑による顧客満足度の低下 

 

5.対応策 

（1）人だからこそ提供できる娯楽のク

オリティの向上（接客のクオリティを高

めるなど） 

（2）高齢者が増加していくので、バリア

フリー化をしていく 

子どもだけでなく、大人が楽しめるよう

なイベントや施設の企画 

（3）入園者数を増やすのではなく、顧客

満足度を高める 

 

 

（4）地方テーマパークは、訪日客が地方

観光で求める「ニッポンの日常」や「伝

統文化・風習」などを取り入れる 

 

6.検証 

 ケーススタディ方式を用いて検証し、

さらに統計分析により検証を深める。 

 

7.まとめ 

 本研究では、国内のテーマパークの現

状分析と改善案について検討した。 

今後は、オリンピックも開催され今より

も外国人が多くなっていくと考えられる

ためが外国の方向けのサービスや接客も

重視していくべきだと考えた。 
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